
１　科目名 世界史Ｂ ２　履修学年 第２学年

３　必修・選択 必修 ４　履修単位 ３単位

５　教科書

６　副教材等

７　学習目標

月 学　習　単　元

4
オリエント世界と地中海世界の
形成

5
アジア・アメリカの古代文明
東アジア世界の変動と再編

6
イスラーム世界の形成と拡大

7
ヨーロッパ世界の形成と発展

9
近世ヨーロッパ世界の展開

10 近代欧米世界の成立

11 欧米近代国民国家の発展

12
アジア諸地域の動揺
帝国主義とアジアの民族運動

1 ２つの世界大戦

2 冷戦と第三世界の独立

3 現在の世界

年　　間　　授　　業　　計　　画

古代オリエント世界。
ギリシア・ローマ世界。

基本的な歴史用語や事件の理解を深め、世界の一体化について学習する。さらに歴史が単
なる過去の事象ではなく、現在につながっていることを理解させる。

８　年間授業計画

学　習　事　項　等

インド・東南アジア・中国・南北の古代文明
東アジア諸地域の成長と自立

ヨーロッパ世界の拡大・ルネサンス・宗教改革
主権国家体制の形成とヨーロッパ諸国の海外進出

高校世界史Ｂ　　（山川出版社）

ダイアローグ世界史図表（第一学習社）

産業革命・アメリカ独立革命・フランス革命とナポレオン

イスラーム文明の誕生
イスラーム世界の拡大

東西ヨーロッパ世界の成立と中世ヨーロッパの変容

１０　学習上の留意点

年間５回の定期試験とプリント提出などの平常点で評価を行う。

ウィーン体制の成立・ヨーロッパの再編・南北アメリカの進
展

アジア諸地域の変容と植民地化
世界分割と列強の対立・アジア諸国の民族運動

第一次世界大戦とロシア革命、ヴェルサイユ体制・アジア
アフリカの民族運動
世界恐慌とファシズムの台頭・第二次世界大戦

単なる知識の獲得に留まらないように、視聴覚教材を使用して生徒の興味、関心を引き出すように心掛け、常
に発問を行うように留意する。

９　評価の観点・方法

戦後の国際秩序とアジアの独立・冷戦・第三世界の台頭

社会主義世界の変容とグローバル化・途上国の民主化
地域紛争の激化


